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光触媒のタンパク質分解能評価

光触媒性能を正確に評価し、接触感染予防に
有用な材料開発に応用

酸化チタンが光触媒活性および抗菌・抗ウィルス性能等のタンパク質
分解能を有することは広く知られ、例えば新型コロナウィルス SARAS-
CoV-2(COVID-19)等の接触感染等に有効な材料として期待される
。ただしタンパク質分解能の定量評価における従来法
（JIS L 1922およびISO 18184）は、基材との吸着が不十分なた
め未反応のタンパク質が残る懸念があり、測定値が不正確な可能性が
ある。
本発明はタンパク質を基材に高い割合で吸着させることで、より正確
にタンパク質分解能を定量評価する手法である。

概要

東北大学技術紹介

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

評価手法の概略

応用例 関連文献

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=T24-043

	スライド 1: 東北大学技術紹介

